
令和５年度 与論町立与論小学校 グランドデザイン

○ 一事徹底(あいさつ・返事・
時間・整理整頓)

○ いじめの未然防止と積極的認知，
早期解決・見届け

○ 一人一人に自信をもたせる場の設定

○ 特別支援教育の視点に立った
○ ｢授業充実の３ポイント｣を踏ま 困り感に寄り添う教育活動
えた指導方法の工夫・改善 ○ 安全･安心な学校環境づくりと

○ 学校図書館の効果的 危機管理体制の強化
○ 言語活動の充実及び表現力の育成 活用

○ 心と体の健康づくりと基本的な生
○ 個に応じたきめ細やかな指導の徹底 活習慣の定着

○ ＩＣＴ機器の効果的活用 ○ 教科体育の充実（めあてと振り返
り，達成感を味わえる授業展開）

○ 家庭学習の習慣化(10分×学年
＋30分) ○ 学校給食を中心とした食育の充実

○ 教育課程特例校として海洋教 ○ 「カリキュラム･マネジメント」
育科｢ゆんぬ学｣等での地域と連 を大切にした教育課程の推進
携した協働的な探求活動の推進

○ 職員一丸となった校内研修(一
○ 伝承文化活動への継続的取組 人一授業，相互授業参観）
・ユンヌフトゥバ学習
・与論十五夜踊，エイサー ○ ｢かごしま教員等育成指標｣をもとに
・黒糖作り ・サヨサ節 した校外研修への参加とその還元
・ユンヌ検定

○ コンプライアンス研修
○ 一校三運動（遠泳・持久走
なわとび） ○ 働き方改革の推進

校 訓
至 誠 ～真心をもって人に尽くす 真心をもって事にあたる～

Smile №１

147年の歴史と優れた伝統を創造的に発展させ，未来を担ってい
く知・徳・体の調和のとれた子供の育成をめざす。

基本方針

ｷｬｯﾁﾌﾚｰｽﾞ

校訓「至誠」を胸に，未来に挑む子供の育成

め ざ す 教 師 の 姿
【教育愛に満ち，学びの専門職として
の誇りをもつ教師】

○ 研鑽に努め, 授業を大事にする教

師

○ 子供とともに実践し, 慕われ尊敬

される教師

○ 職責感が強く, 親和協力する教師

め ざ す 家 庭 の 姿
【子供とともに，夢･体験･島を大切に
する家庭】
○ あいさつや読書・行事参加を推進
し，夢を育む家庭

○ 手伝いや勤労体験を大切にする家
庭

○ 郷土の文化を大切にし継承する家
庭

め ざ す 学 校 の 姿
【子供のために何が最善かを考え,実
践する学校】

○ 期待して登校し,満足して下校す
る夢のふくらむ学校

○ 歴史と伝統を大切にし,地域とと
もに進む学校

○ 職員・児童共に汗を流し,花と緑
に囲まれた学校

め ざ す 子 供 の 姿

課題をもち,意欲的に学習する子供 よく考え, 誠の心で行動する子供 目標をもち，がんばる子供進んで学ぶ 深く考える や り ぬ く

学校教育目標

豊かな心の育成

確かな学力の向上

全員参画の学校運営

保健･安全指導の充実と体力の向上

特色ある教育活動の推進

授業づくりプラン

人づくりプラン

健康･安全づくりプラン

与論色づくりプラン 信頼される学校づくりプラン

人権教育をすべての
教育の根幹にした
島だちの教育

知

徳

体

信頼愛郷

授業がよく分か

ると感じる児童

90％以上

諸学力検査全国
及び県平均＋5ポ
イント以上

いじめを許さな

いと考える児童

100％

自分にはよいとこ

ろがあると感じる

児童85％以上

むし歯治療率

100％

運動することが楽

しいと感じる児童

90％以上



令和５年度 与論小学校学校教育目標及びグランドデザインについて

本校では、令和の時代に、守るべきは守り、変えるべきは変えるスタンスで、①与論小らしいものであること②

指導要領等に書かれた文言の繰り返しでないこと③教職員はもちろん保護者や子供たちでも言えるような覚えやす

いものであること④すべての教育活動において意識されるものであることなどを考慮し、令和４年度から学校教育

目標を「校訓『至誠』を胸に、未来に挑む子供の育成」としました。そもそも各学校のすべての教育活動は、学校

教育目標を達成するために営まれています。新しい学習指導要領においてカリキュラム・マネジメントの推進がこ

れまで以上に求められていますが、それは、教育活動の日常的な改善を図ることであり、効果を生み出しながら学

校教育目標を達成していくことです。そのために、学校教育目標の目指すものを教職員が共有し、日常の教育実践

の中で意識し続けること、家庭や地域とも共有していくことが大切であると考えます。

そこで、学校教育目標及びグランドデザインについて説明します。

「至誠」とは、これ以上ないほどに誠実であること、まごころを意味する言葉です。中国の古典「孟子」の有名

な言葉に「至誠而不動者未之有也（至誠にして動からざる者は未だこれ有らざるなり）」があります。まごころを

もって接すれば、どんな人でも動かせる力があるということを意味しています。この言葉は、幕末の志士吉田松陰

が座右の銘としていたことでも知られています。あの徳川幕府を終わらせて明治という新しい近代国家を造り上げ

た原動力となった考えでもあります。また、与論の古謡に「打チジャショリ ジャショリ 誠 打チジャショリ
ウ マクトゥ

誠打チジャシバ 何恥カチュンガ（打ち出せ、打ち出せ。誠を打ち出せ。誠を打ち出せば何が恥ずかしいことがあ
ヌ

ろうか。否、何も恥ずかしいことはない）」と歌われています。与論のことわざカレンダーの解説には、「自然的

社会的・政治的・経済的そして言語的逆境に苦しめられ、共通語が自由に使えなかった与論の島民は、誠は天の道

と知りながらも、自分が正しいと信じる意見を述べることをためらい、初めて接する人に誠意を持って接すること

にすら遠慮しがちだったのであろう。与論の先人は、子や孫そして地域の後輩たちを代々このように励まし勇気づ

けてこられたのである。それがやがて島是となり『誠の島』と呼ばれるようになった。」と書かれています。

そのような中で、与論小学校では、戦前から全学級の級訓に｢至誠｣を掲げ、学校教育の根本に至誠をもって人間

教育を貫いた歴史的な事実があります。その後、校訓として受け継がれてきたのです。つまり、「至誠」を不偏不

朽の教育理想であり、生涯教育の根本と考えてきたのです。

よって、校訓｢至誠｣を胸に刻みながら、これからも学校教育を行っていきたいと考え、学校教育目標の前段に据

えました。

一方、社会の変化が加速度を増し、複雑で予測困難となってきていることは、これまでも指摘されてきましたが、

新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大により、その指摘が現実のものとなっています。また、今後さらに

加速度的に社会が変化していくことは必然です。今後いかなる時代が来ようとも子供たちはその中で生きていかね

ばなりません。そのために、今、学校教育には、子供たち一人一人が、自分のよさや可能性を認識するとともに、

様々な人々と協働しながら、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができるよう、その資質

能力を育成することが求められています。それらの資質能力をもって、子供たちがそれぞれの未来に挑んでいって

ほしいと願い、これからの学校教育を行っていきたいと考えます。そこで、学校教育目標の後段に「未来に挑む」

を据えました。



学校教育目標ということから、文末を｢子供の育成｣としていますが、「校訓「至誠」を胸に，未来に挑む」とい

うフレーズは、実は、私たち学校職員にも、保護者にも、あるいは与論小への愛着をもっていただいている全ての

方にも、大切にしていってほしいと思っています。

次に、グランドデザインについて説明します。グランドデザインとは、学校の教育理念や教育目標、果たすべき

役割を描いた学校経営全体の構造図のことです。本校のグランドデザインは、オリンピックの五輪をモチーフに、

学校教育目標「校訓『至誠』を胸に、未来に挑む子供の育成」を達成するために設けた５つのプランが相互に連携

しながら協力し合い、チーム与論小が一丸となって学校経営に当たることをイメージしてあります。

そして、学校教育目標を具現化するために、「信頼される学校づくりプラン(信頼)」を基盤として、｢授業づくり

プラン(知)｣では、｢分かった｣｢できた｣と喜びのある授業づくりを通して、確かな学力の向上を目指します。｢人づ

くりプラン(徳)｣では、基本的な行動様式を確立させながら、｢学校が楽しい｣と実感できる人間関係づくりを通し

て、豊かな心の育成を目指します。｢健康・安全づくりプラン(体)｣では、安全・安心な教育環境のもと、基本的な

生活習慣を確立させ、｢運動することが楽しい｣と実感できる場づくりを通して、保健･安全指導の充実と体力の向

上を目指します。また、｢与論色づくりプラン(愛郷)｣では、与論のすばらしい伝統文化と教育資源など｢与論って

いいな｣と実感できる体験活動を通して、特色ある教育活動の推進を図ります。なお、５つのプランは、人権教育

をすべての教育の根幹としており、与論町が掲げる｢島立の教育｣を目指すものでもあります。さらに、知・徳・体

それぞれの数値目標を２つずつ設定して、結果にコミットするよう努力してまいります。

以上、様々な思いや願いを込めて、令和５年度の学校教育目標及びグランドデザインを設定しました。子供たち

一人一人の個性が輝き、希望に満ちた未来が切り拓かれることを信じて、教職員一同尽力してまいります。

令和５年４月

与論町立与論小学校長

岩 元 輝 美


